
 
【技術分類】２１－１－１ 自動二輪車サスペンション／サスペンション概要／サスペンション概要 
【技術名称】２１－１－１－１ 自動二輪車のサスペンション装置概要 
          
【技術内容】 
 自動２輪車（オートバイ）は１８８５年ドイツのゴットリープ・ダイムラーにより発明されたと

される内燃機関（エンジン）を動力とする乗物が起源とされる。初期のころは自転車にエンジンを付

けただけの形態であった。前後輪には緩衝機構を持たず、当時発明されたゴムタイヤによる緩衝が行

われたのみであった。やがてエンジン性能の向上に伴い、安全でより速く走行するために緩衝機構を

備えた懸架機構（サスペンション）が求められるようになった。サスペンションの装着は初めは前輪

から始まり、さらに後輪にも装着され、現在の形態に至っている。そもそもの始まりが自転車の動力

化であったため、現在に至るまで前輪は自転車と同じ形態の操舵用のフォークを備え、これにサスペ

ンションを組み込んだ形の機構での改良が進められてきた。現在は装着する車両の性能と量産性（製

造コスト）を勘案し、中・高性能車にはテレスコピック式フロントフォークが、ファミリーバイクの

ような性能の低い低価格車にはボトムリンク式フロントフォークを採用する傾向が一般的になってい

る。後輪についてはトレーリング形式のスイングアーム方式のサスペンションに至っている。 

現在、前輪サスペンションは操舵機構と一体化したテレスコピックサスペンションが他の方式にく

らべ、機構の単純さ、量産性、重量、耐久性、信頼性、デザイン性等の多くの部分で優れているため、

評価が高いが、すべて完璧ということではない。現在の車両は年々走行性能が向上し、それに伴い前

輪に装着されるブレーキも改良され、より強力な制動力を発揮するようになった。この制動力の反力

はテレスコピックフォークを曲げる力となりテレスコピック構造の摺動性を悪化させ、サスペンショ

ンのスムーズな作動を妨げる。またこのサスペンションは制動時に反力を受け縮むため、車体が「前

のめり」となる diving現象が出る。この結果、コーナーでの操縦性が変化し不安定になり易いという
弱点を持つ。 

この弱点を補う改良や新機構が考案されて評価されており、テレスコピック式そのものにおける改

良とは別に、操舵機能とサスペンション機能を分離して対策をしようとする動きがある。その一つの

方向は自動車の前輪におけるダブルウィシュボーン式やマクファーソンストラット式のサスペンショ

ン方式をオートバイ用にアレンジして採用しようとする動きであり、一部の高級で高性能な車両への

量産組込みが始まっている。しかしながらこれらの新しい構造も diving現象対策が完璧ではない。反
面、テレスコピック式フォークは長い間、オートバイのデザインの定番として認知され、diving現象
以外の完成度は高い。どちらを選ぶかはユーザーの選択に任されている。 
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【図】 自動二輪車のサスペンションの例 
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（上図）出典：「オートバイのサスペンション」、1994年 3月１日発行、カヤバ工業株式会社著、 
株式会社山海堂発行、23頁 図 2-1 フロントサスペンションとリヤサスペンション 

（下図）図は、参考資料を基に本標準技術集のために作成 
 
【出典／参考資料】 
「HONDAサービスマニュアル スーパーカブ 50  60GBJ00」、1999年８月、本田技研工業株式会
社整備資料課発行、12-0頁 フロントホイール、サスペンション、ステアリング 
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